
平成™œ年™月›日 月曜日 第œ �Ÿ号官 報
住
所
岐
阜
県
下
呂
市
森
1
4
6
6番
地
７

侯
秀
霞
昭
和
5
9年
９
月
９
日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
豊
洲
２
丁
目
５
番
１
`
9
0
7号

ク
ラ
ー
ク
・
ス
コ
ッ
ト
・
ア
イ
オ
ッ
ク
昭
和
4
4年

1
1

月
2
9日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
百
人
町
１
丁
目
2
2番
７
号

李
晋
昭
和
5
8年
１
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
舎
人
１
丁
目
1
8番

2
3
`
6
0
3号

元
玉
X
昭
和
4
8年
８
月
2
7日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
池
袋
４
丁
目
１
番
２
号

陳
昭
和
5
6年
７
月
1
5日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
４
丁
目
2
3番

1
4
`
7
0
1号

レ
オ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ュ
ー
・
オ
ア
ン
昭
和
5
6年
３
月

2
0日
生

住
所
東
京
都
北
区
中
十
条
１
丁
目
1
9番
３
号

エ
ム
デ
ィ
ク
ッ
ド
ゥ
ス
・
シ
ョ
ル
カ
ー
ル
昭
和
5
7年

1
2月

2
5日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
上
荻
２
丁
目
3
7番

1
4号

呂
磊
昭
和
5
8年
８
月
９
日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
新
小
岩
１
丁
目
3
4番
２
号

林
玲
昭
和
5
7年
５
月
1
0日
生

住
所
広
島
市
安
芸
区
船
越
南
５
丁
目
４
番
2
9号

朴
文
甲
昭
和
1
0年
５
月
1
6日
生

金
春
子
昭
和
1
6年

1
0月

3
1日
生

朴
Ÿ
毅
昭
和
3
8年
５
月
1
3日
生

住
所
栃
木
県
宇
都
宮
市
城
東
２
丁
目
４
番
3
0号

辛
香
淑
昭
和
4
4年
４
月
1
2日
生

第
一
の
二
の
１
の
見
出
し
中
「
全
国
ど
こ
で
も
必
要
な
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
」
を
「
全
国
で
必
要
と
さ
れ
る
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
の
」
に
改
め
、
同
二
の
２
の
見
出
し
中
「
障
害
者
等
に
」
を
「
障
害
者
等
へ
の
」
に
、「
を
保
障
」
を
「
の
保

障
」
に
改
め
、
同
二
の
３
の
見
出
し
中
「
を
図
り
、」を
「
及
び
」
に
、「
を
推
進
」
を
「
の
推
進
」
に
改
め
、
同
二
の
４

の
見
出
し
中
「
を
推
進
」
を
「
の
推
進
」
に
改
め
、
第
一
の
三
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
障
害
者
等
及
び
そ
の
家
族
並

び
に
」
に
、「
自
立
支
援
協
議
会
（
以
下
「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
「
協
議
会
（
以
下
単
に
「
協
議
会
」
に
、「
設
け
る
と

と
も
に
、
そ
の
位
置
付
け
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
を「
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」に
、「
自

立
支
援
協
議
会
は
」
を
「
協
議
会
は
」
に
改
め
る
。

第
二
の
一
の
１
の
_

中
「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
「
協
議
会
」
に
改
め
、
同
１
の
`

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

`

総
合
的
な
取
組

障
害
福
祉
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支

援
事
業
に
つ
い
て
医
療
、
教
育
、
雇
用
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
に
取
り
組
む
も
の
と
な
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
一
の
２
を
削
り
、
同
一
の
３
の
^

中
「
第
八
十
八
条
第
七
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
八
項
」
に
、「
自
立
支
援

協
議
会
」
を
「
協
議
会
」
に
、「
第
八
十
八
条
第
八
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、「
障
害
者
基
本
法
」
の
下

に「（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）」を
加
え
、
同
３
を
同
一
の
２
と
し
、
同
一
の
４
中
「
実
情
及
び
」
を
「
心
身

の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
正
確
に
把
握
し
つ
つ
」
に
改
め
、
同
４
を
同
一
の
３
と
し
、
同

一
の
５
を
同
一
の
４
と
し
、
同
一
の
６
中
「
な
お
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
障
害
福
祉
計
画
を
定
め
、

又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
旨
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
同
年
四
月
一
日
以
降
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
手
段
に
よ
り
で
き
る
限
り

地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」を
削
り
、
同
６
を
同
一
の
５
と

し
、
同
一
の
７
を
同
一
の
６
と
し
、
同
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

定
期
的
な
調
査
、
分
析
及
び
評
価

障
害
福
祉
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
事
項
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、障
害
福
祉
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
七
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す

る
よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

左
記
冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
二
月
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
5年
１
月
2
2日

2
0
0
9年
６
月
1
9日

Ｔ
Ｈ
9
4
7
0
4
7
6

平
成
2
5年
１
月
2
2日

2
0
1
0年
９
月
９
日

Ｔ
Ｋ
2
8
0
9
1
6
8

平
成
2
5年
１
月
2
2日

2
0
1
1年
６
月
2
8日

Ｔ
Ｋ
4
8
6
7
6
1
2

平
成
2
5年
１
月
2
2日

2
0
1
0年
２
月
2
6日

Ｔ
Ｋ
1
1
8
5
0
6
7

平
成
2
5年
１
月
2
2日

2
0
1
0年
７
月
９
日

Ｔ
Ｋ
2
4
7
3
8
3
9

平
成
2
5年
１
月
2
2日

2
0
1
2年
９
月
2
7日

Ｔ
Ｋ
7
9
9
4
0
6
6

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
及
び
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並
び
に
自
立
支
援
給

付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

前
文
中
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。」を
削
り
、「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
法

第
八
十
九
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。」の
次
に
次
の
段
落
を

加
え
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）と
な
り
、
障
害
者
等
が
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
の
尊
厳

に
ふ
さ
わ
し
い
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付
、

地
域
生
活
支
援
事
業
そ
の
他
の
支
援
が
総
合
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

前
文
中
「
法
の
施
行
及
び
整
備
法
に
よ
る
法
の
改
正
等
」
を
「
法
等
」
に
、「
を
作
成
す
る
」
を「
の
作
成
又
は
変
更
」

に
改
め
、「
確
保
が
」
の
下
に
「
総
合
的
か
つ
」
を
加
え
る
。

第
一
の
一
中「
都
道
府
県
は
、」の
下
に「
障
害
者
及
び
障
害
児
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援
は
、」

を
加
え
、「
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
障
害
者
等
の
自
立
と
社
会
参
加
を
基
本
と
す
る
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
八
十
四
号
）
の
理
念
」
を
「
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

全
て
の
障
害
者
及
び
障
害
児
が
可
能
な
限
り
そ
の
身
近
な
場
所
に
お
い
て
必
要
な
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た

め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
及
び
ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
に
つ
い

て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て
他
の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
並
び
に
障

害
者
及
び
障
害
児
に
と
っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、制
度
、

慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
の
除
去
に
資
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
法
の
基
本
理
念
」
に
改
め
、「
配
慮
し
て
、」の
下

に
「
総
合
的
な
」
を
加
え
、
同
一
の
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

市
町
村
を
基
本
と
し
た
身
近
な
実
施
主
体
と
障
害
種
別
に
よ
ら
な
い
一
元
的
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

等
障
害
者
等
が
地
域
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
町
村
を
実
施
主
体
の
基
本
と
す

る
。
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
障
害
者
等
の
範
囲
を
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精
神

障
害
者
並
び
に
難
病
患
者
等
（
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
な
疾
病
で
あ
っ
て
、
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第

一
条
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
、
当
該
障
害
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当

な
制
限
を
受
け
る
程
度
で
あ
る
者
を
い
う
。）で
あ
っ
て
十
八
歳
以
上
の
者
並
び
に
障
害
児
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
、
都
道
府
県
の
適
切
な
支
援
等
を
通
じ
て
地
域
間
で
大
き
な
格
差
の
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

均
て
ん
を
図
る
。
ま
た
、
発
達
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
精
神
障
害
者
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
法
に

基
づ
く
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
そ
の
旨
の
周
知
を
図
る
。
高
次
脳
機
能
障
害

者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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